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 暦の上では立春を迎え、日差しにわずかな春の気配を感じる季節となりました。地域の皆様におかれまして

は、健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。 

 さて、昨年末の八戸は県東方沖を震源とする震度 6 強の地震に見舞われました。当院では昨年 9 月に大規模

災害訓練を実施したばかりということもあり、当日は多くの職員が自主参集し、迅速な対応にあたることがで

きました。幸い被害は軽微でしたが、その後の停電により皆様にはご心配をおかけしました。この経験を教訓

に、現在は自家発電機の更新や浸水対策など、さらなる防災機能の強化を進めております。 

 また、昨年は 5 年に一度の「病院機能評価」を受審し、無事に認定を更新いたしました。4 項目の S 評価を

はじめ、前回を上回る高い評価を頂けたことは、職員一同の励みとなっております。今年はさらなる質の向上

を目指し、TQM（総合的品質管理）活動を推進するとともに、需要が増加している血管撮影室の工事にも着手

し、高度医療提供体制の充実を図ってまいります。 

 地域連携の面では、昨年 1 月より入退院支援クラウド「CARE BOOK」を導入し、オンラインでのスムーズな転

院調整が可能となりました。患者サポートセンターの利用者数は月平均 550 件に達し、4 月からは「がん看護

専門看護師」を配置したがん相談支援センターの体制も強化しております。相談件数の増加は、それだけ地域

の皆様に頼っていただけている証であり、今後も寄り添う支援を継続してまいります。 

 現在、日本の医療界は「2025 年問題」の直後にあり、人手不足や医療財政の逼迫など、かつてない局面を迎

えています。当院では医師数 174 名（昨年 4 月時点）を確保し、タスクシフティングや医療 DX に取り組んでお

りますが、医療の高度化が進む中一病院の努力だけで全ての課題を解決することは困難です。2026 年には新た

な地域医療構想が策定されます。今後は病床の機能分化や集約化を進め、「地域という大きなプラットフォー

ム」で患者さんを支える仕組みがますます重要になります。連携推進会議や懇親会を通じ、先生方やスタッフ

の皆様と「誰もが使いやすい円滑な連携システム」を構築し、地域完結型医療の推進に努めてまいります。 

 『ヴァンラーレ八戸 FC』が見事 J2 昇格を果たしましたが、当院もサッカーにたとえるなら地域の皆様の命

と生活を守る「最終ディフェンスライン」として、期待に応え続けられる病院を目指してまいります。本年も

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

副院長兼診療局長 

兼消化器内科部長兼地域医療連携室長 

 

「地域という一つのチーム」で支える医療へ 

沖 元二 



  

連携室だより「わ」のペーパーレス化について（再掲） 

従来皆様に郵送にてお送りしていました連携室だより「わ」につきまして、SDGs や郵送料金値上げの観点から、

今年度より郵送を廃止としました。連携室だよりにつきましては、当院ホームページにも過去 1 年分掲載しており、

そちらからご覧いただけます。 

尚、希望される関係機関の方々にはメールにてお送りしております。メール配信を希望される場合には、下記まで

ご連絡ください。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。  

         地域医療連携室 地域連携グループ 0178-72-5237（直通） 

https://www.hospital.hachinohe.aomori.jp/introduction/iryourennkei ←ホームページ「わ」 

 

昨年 11 月 22 日、八戸グランドホテルにて令和７年度医療連携懇談会を開催いたしました。当日は、

三八・上十三・岩手県北地域の医療機関より 72 名、当院職員 33 名、計 105 名にご参加いただき、盛会

のうちに終了しました。例年は 2 月に開催しておりましたが、今年度は寒さの厳しくない時期での開催

となり、参加者の皆さまからも「参加しやすい時期で良かった」とのお声をいただきました。 

 懇談会は二部構成で行われ、第一部では診療科紹介として、齋藤百合子形成外科部長より、当院で実施

している手術症例について写真を交えながら紹介しました。形成外科が常勤となった診療体制の変化や

日常診療の一端を具体的に共有することで、当院の診療内容や強みについて理解を深めていただく機会

となりました。続いて、沖元二副院長兼医療連携室長より、地域連携の現状について各種データを用い

た報告を行い、当院を取り巻く医療環境や地域連携の重要性について改めて共有しました。 

 第二部では、飲食をともにしながらの懇談形式とし、参加者同士の会話も弾み、終始和やかな雰囲気

の中で活発な意見交換が行われました。日頃の連携をより円滑なものとするためには、顔の見える関係

づくりが欠かせません。本会は、当院に対する率直なご意見を直接伺うことのできる貴重な場となって

います。 

 平成 26 年度より継続して開催している医療連携懇談会ですが、今後も多くの医療機関の皆さまにご参

加いただき、交流と対話を重ねることで、地域医療のさらなる充実と円滑な推進につなげてまいりたい

と考えております。 

 

乾杯の発声を行う水野院長 院内外から多数ご参加いただきました 

ありがとうございます 

医療連携懇談会を開催しました！！ 

https://www.hospital.hachinohe.aomori.jp/introduction/iryourennkei


   

網かけ のところが紹介予約診療担当医です。 八戸市立市民病院　（令和８年2月現在）　　　　　　

担　当　科 診察室 月 火 水 木 金 備　考

1 大山　秀晃 佐藤　真広 谷地　一真 佐藤　真広 佐藤　真広 （水）3番、14：00～15：00　八森　久

2 岩崎　隆雄 岩崎　隆雄 田中　彩華 大学派遣医

3 荒井　壮 谷地　一真 荒井　壮 谷地　一真 荒井　壮

4 沖　元二 沖　元二 沖　元二 遠藤　信也

5 赤坂　明日香 赤坂　明日香 赤坂　明日香 大山　秀晃 大山　秀晃

6 竹内　祐貴 竹内　祐貴 楠美 晶子 竹内　祐貴 楠美　晶子

7 森山　貴子 森山　貴子 森山　貴子 森山　貴子 森山　貴子

8 工藤　貴徳 工藤　貴徳 工藤　貴徳 工藤　貴徳 工藤　貴徳

9 大学派遣医

田野崎 真人 大学派遣医は毎月第4金曜午後のみ
（大学派遣医）

齋藤　数正 松井　宏光 （水）16番、午後、ペースメーカー外来
　 遠藤　知秀 第1週（木）、第2週（木）、第4週（木）午後、第4週（金）　腎臓内科

酒井　峻太郎 遠藤　知秀 堀内　大輔 堀内　大輔 　　　松井　宏光
堀内　大輔 酒井　峻太郎 堀内　大輔 齋藤　数正 　　　松井　宏光

12 二瓶　真由美 伊藤　貴司 伊藤　貴司 赤石　颯人

14 土橋　雅樹 田中　佑典 赤石　颯人 土橋　雅樹 田中　佑典

野田頭　達也

坂本　拓矢

　　　川村　強 川村　強 　　　川村　強 （火）10番午前、漢方外来・派遣医第３週のみ

河野　順子 河野　順子 河野　順子 （水）午後のみ
派遣医

水野　豊
髙橋　淑郎

佐藤　智行 西村　隆一
大学派遣医

青木　計績

1 　　金井　綾子 長谷川　善枝 長谷川　善枝 長谷川　善枝

2 金井　綾子 金井　綾子

血 管 外 科 1 大学派遣医 第2、4週午後のみ

小 児 外 科 3 佐藤　智行 診療受付時間 13：30～15：30

形 成 外 科 4 對馬　佑樹 齋藤　百合子 對馬　佑樹 齋藤　百合子 大学派遣医 （火）14時～乳房再建のみ　　　（木）午前のみ

5 祢津　晋久 明円　真吾 明円　真吾 明円　真吾

　　　祢津　晋久

　　　山下　麻衣子

7 青木　哉志 青木　哉志  

8 河原井　駿一 河原井　駿一

14 坂爪　公 坂爪　公

7 三井　匡史 戸田　洋　

8 戸田　洋 （手術日） （手術日） 三井　匡史 （手術日）

14 出村　遼 　 柴野　菫

9 岩渕　直也 　　（手術日）　　 岩渕　直也 （手術日） 岩渕　直也

10 鈴木　一郎 (手術日） 鈴木　一郎 （手術日） 鈴木　一郎

15 水上　藍 水上　藍        水上　藍

一戸　雅之 油川　広太郎 油川　広太郎 一戸　雅之
　

佐々木　勇 大石　裕誉 千葉　紀之 大石　裕誉
大石　裕誉 佐々木　勇 大石　裕誉

沼沢　拓也 千葉　紀之 沼沢　拓也 沼沢　拓也
千葉　紀之 沼沢　拓也 派遣医　

榊　宏剛 榊　宏剛 榊　宏剛 榊　宏剛 榊　宏剛

長内　俊之 長内　俊之 長内　俊之 長内　俊之 長内　俊之

4 河野　順子 河野　順子 河野　順子 増井 紗帆 渡邊　桜

齋藤　桂子 木村　聡 齋藤　桂子 木村　聡 齋藤　桂子
木村　聡 齋藤　桂子 木村　聡 齋藤　桂子 木村　聡

大久保　幸宗 佐々木　都寛 松尾 康司
髙橋　佑果 三上 結香 奥　詩織

佐々木　都寬 金城　学
髙橋　佑果

髙橋　佑果 奥　詩織 柳沼　ひなの
松尾 康司 柳沼　ひなの 松尾 康司

午後の

専門外来
         予防接種

1 山内　昂也 山内　昂也 山内　昂也

2 吉田　恵心 吉田　恵心 吉田　恵心

7 大学派遣医

三國谷　由貴 三國谷　由貴 三國谷　由貴 三國谷　由貴 （水）手術日のため休診

内山　慈子 内山　慈子 内山　慈子 内山　慈子

清水目　奈美 清水目　奈美 清水目　奈美 清水目　奈美

4 南場　瑞穂 南場　瑞穂 南場　瑞穂 南場　瑞穂 南場　瑞穂
5 村井　孝弥 村井　孝弥 村井　孝弥 村井　孝弥 村井　孝弥

松倉　弘明 松倉　弘明
松倉　理佳子 松倉　理佳子

　　　紹介予約専用電話　０１７８－７２－５０００
    　　　　　＊　紹介予約電話受付時間　　　　午前８：１５～午後５：００（土・日・祝日・年末年始は除く。）

　　　　　　　＊　休診日：土曜日・日曜日・祝日・年末年始(12月29日～1月3日)
　　　医療機関の皆様へ

　　　　　当院医師へご用の場合は0178-72-5111（代）へ、　急患室にご用の場合は、【電話】0178-72-5104、【FAX】0178-72-5106へお願いいたします。

緩 和 医 療 科 6 細野　由希子 細野　由希子 細野　由希子 午前のみ

救 命 救 急 セ ン タ ー
吉村　有矢、今野  慎吾、野田頭　達也、十倉  知久、箕輪  啓太、近藤  英史、貫和　亮太、藤波　紘平、小野　文子、長沖　雄介、佐々木　雄作、大漉　玄徳、稲田　尚子、野坂　侑矢、

八木　貴志、長尾　万里華、立川　諒太、松田　浩輔、冨金原　健太、嘉陽　安尚

精 神 神 経 科
（月）大学派遣医、隔週担当

耳 鼻 咽 喉 科

皮 膚 科
(水)午後、脱毛外来(予約制)

放 射 線 科 6

第４金曜日　腎臓外来

7 金城　学 金城　学 佐々木　都寛

8 松尾 康司

眼 科 5

小 児 科

6 大久保　幸宗 大久保　幸宗

3 穂積　葵 吉田　瑶子 葛西　剛一郎 星野 恭平 葛西　亜希子

歯 科 口 腔 外 科 1
第３金曜日、専門外来（咬合異常・不正咬合）
火・水曜日、手術日

産 婦 人 科

2 高橋　聡太 佐藤　菜穂子 田中　宏典 両國　啓 （金）２番午後のみ

（火）（木）脳外科手術日、
（木） 9番午後、第２、４週てんかん外来

整 形 外 科

11 油川　広太郎
（火）11番午後、FLS外来
（水）12番午前、第2週、4週　小児股関節外来
（金）13番午後、第4週のみ　腫瘍外来12

13

心 臓 血 管 外 科 （手術日） （手術日） （手術日）

呼 吸 器 外 科

脳 神 経 外 科

丸山　祥太

(月）1番、午後から、（水）１番、午後から 、（金）１番、午前のみ
（木）第１週　大学乳腺（大学派遣医）

泌 尿 器 科 （手術日）
（火）午後、手術のため休診
（木）手術のため休診

6 山下　麻衣子 山下　麻衣子 祢津　晋久

4 金井　哲史 滝戸　成人 青木　計績

乳 腺 外 科

漢 方 内 科

外 科

1
（火）３番、４番、午前のみ
（木）第３週午後　腫瘍内科（大学派遣医）
（木）１番　第２、３、４週　午前　水野　豊
（木）１番　第２、３、４週　午後　高橋　淑郎

2

総 合 診 療 科 坂本　拓矢 坂本　拓矢 坂本　拓矢 坂本　拓矢

神田　大周 西村　隆一 小笠原　宏一  

3 中山　義人 上村　卓嗣

呼 吸 器 内 科 13 安ヶ平　英夫 熊谷　美香 熊谷　美香 二瓶　真由美 安ヶ平　英夫

片貝　敦子 柳田　錬 柳田　錬 片貝　敦子 片貝　敦子

循 環 器 内 科
15

16

外　来　診　療　担　当　医　表

消 化 器 内 科

内 分 泌 ・ 糖 尿 病 内 科

脳 神 経 内 科
10 田野崎　真人 田野崎　真人 田野崎　真人 田野崎　真人

11


